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概観
異邦人の地域で悪霊を追い出されたイエス様は、歓迎される 
どころか、町から立ち去るようにまったく感謝されなかった。

アウトライン
1. 悪霊どもの反応 V28-29

2. イエス様の反応 V30-32　

3. 町の人々の反応 V33-34  
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1. 悪霊どもの反応  V28-29
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1）ガダラ人の地：ガリラヤ湖の東岸の町；異邦人の
地域。群衆から離れるため（8:18）。

2）悪霊につかれた二人：レギオン；悲惨な姿  
（マルコ 5:3-5, 9）；マタイの編集効果。

3）神の子よ：；狂暴（マタイ）⇔懇願（マルコ）；　
イエス様の権威と悪霊の恐怖に注目。
4）まだその時ではない：最後の審判（黙示録 
20:10）；クリスマス＝キリストの到来；終末はもう
始まり、解放と自由がもたらされる。

2. イエス様の反応  V30-32　
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1）豚の群れ：イエス様の徹底した愛＝①お墓　  
②異邦人　③汚れている動物（レビ記 11:7）。

2）悪霊どもの願い：「豚の群れの中に」（マタイ 

12:43-45）；死と支配⇔命と自由（ヨハネ 10:10）。
3）行け！：言葉の権威；人の命＞豚の命； 
人の救い＞悪霊の裁き；神の計画の順序。
4）溺れて死んだ：レギオン＝約6000人；悪霊の破
壊力＝2000匹の豚の死（マルコ 5:13）。目的：恐怖
と不安をもたらす。

3. 町の人々の反応  V33-34 
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1）豚飼いたち：恐怖で逃げ出した；神の子では  
なく、魔術師として認識してしまった。
2）残らず知らせた：どのように伝えただろうか？
重要なポイントを話したのか？
3）立ち去ってくれ：1000円/kg、1匹100kg＝10万
円→2億円の損失。豚＞イエス様？
4）癒された二人は？：全くハイライトされず、 
豚のニュースに埋もれた。サタンの働き：出来事の
全容や本質を見落とすように。

適用
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①出来事の全容や本質を見抜けるように：
神の目から見た優先順位（人＞豚）を受け 
入れ、人生において何が一番大切かを 
しっかり学ぶように。

②神の恵みに気づき、感謝を捧げるように：
目先の損失や事態だけに心を奪われないよう
に、静まって神の恵みを探っていこう。


